
大分豚-E手温泉調査報告

山下卒三良1)*

1.概況
ゅのひら

湯LF.は久犬線湯卒瞬西方四Hの湯の平村の花の川を挟だ峡谷に在る。瀬野博士は昭和11

年より12年に亙り湧出量，泉温等に就て調査研究を行たってゐる。との結果と今回の調査

結果を比較検討する事が出来た(第1表)。温泉の分布は第1園の如く川岸から自然湧出す

るものをポンプ揚水か叉は下流に引湯して使用する外，山腹に検-穴を掘って高温泉水を集
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めたものとがある。 ζれ等温泉は何れも花の川の左岸Kのみありて右岸ーには無い。とれは

地質構造の特異性を示すもので，峡谷や温泉の成生機構を晴示してゐる。現在の活動口撤

は15口で昭和11年より 2口を増加して居る。

泉湿の最高は村有源泉で 800.0Cで大部分が600C以上で湧出量の割合に高温である。

平均泉温は620.70Cで前回と比較して低温である。二回の調査を比較すると，個々温泉の

泉温湧出量は昇降様々である。前回I'LCl'を測定されてゐるのと比較すると第2表の如く

第 1表 湯卒温泉統計比較

*京都大都理皐部火山温泉研究所
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六孔中五孔i主がその減少を見てゐて，泉温湧出世とは相闘も著しくない。表に示す如く杢

-休として泉源勢力がや L減哀した如く見える。温泉源が14年間位に減衰するとも考へられ

ぬが，人工採湯によるため施設の腐朽や改造などが大きい原因に怒るのでは及いかと思ふ。

温泉湧出量の相互関係2. 

3ヶ所で、揚水試験を行・たった。共の結果第2，3，4園由布院温泉と同被な方法を用ぴ，

の如く成り少しは影響が有るものと思われるものも有るが明蹄ではたい。而も温泉相瓦の

距離は近い。瀬野博士は調査結果から湧出量泉温の年境化は雨量の影響であり，村有温泉

の水頑と湧出量がー弐的関係である事より脈朕泉でないと結論されてゐるが，静止71<頭近
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く迄測定されてゐら十，判定には一層高水位i主測定せねばならぬ。該首温泉が唐献泉の性
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ないと想像される。数個の温泉の分

析を見ると各成分の比やその絶封値

迄近似してゐて，全温泉は一系のも

のと考へられるが， (第8圃〉各個が

分岐してゐるのは湧出口より近くは-司・• 

友く，各個の71<座獲化は澗自であるーーー-・

如くに見える。 Nos.7，8，10は山

腹t叶貰穴を探く掘って湧出してゐる
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第 4 幽
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のを見ても上述の推定も必ず少しも全くE担構とはいへぬで、あらう 0・

3. 化車成分に就いて
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瀬野博士は昭和11年より一ヶ年僚の測定により湧出量，泉i毘K針し CI'は相反的に蟹化

する事を述べてゐる。今回は短期に CI， HC01， SO~ について分析を行うて相互の闘係

をみると， CIと泉温はほどりF行， CIと HC01 ともほ Y併行関係を示し， (第5，6園〉

CI と SO~ はグラフ上で三角形妖に近いととは第 7 固からも知られる。 Nos. 7，8を例外

と考へでも CI-HC01ほど明瞭な閥係ではない口 SO，のみが他と異った水系から供給され

てゐるやうに見える。 ?!?iるに湯苧混泉の数個について金分析が行はれてゐる。それは第8

闘に示す如くであるが， HC01は相官κ多く CIと併行であり， SO，も叉さうである事に

は注意を要する。第7固に於て Nos.7， 8 ， 9， 11， 13を別に考へれば残りはほど併行性

を示す。上描の5孔は地理的分布からいふと下流のものが多く，'他水系のものが新しく加

策2表ニ同調査比較

No. 3 No. 5 No. 6 No. 7 No. 10 

昭七 i勇出量
和l月

9.77L/M 18.40 4.91 3.76 5.11 

十 泉 温 670.4 C 83.0 71.6 63.5 75.5 

一年 クロー Jレ 0.502 gr/L 0.610 0.410 0.303 0.505 

昭八湧出 !jt
平日月

3.02L/M 53.4 5.29 2.31 3.58 37.0 

廿 泉 温 690.0C 80.0 73.0 60.5 71. 7 66.5 
五
年 クロール 0.575 gr/L 0.572 0.384 0.240 0.443 0.355 

~ 21-寄



句t 革5図
Tεmp.へCl'
.3 .....5 ， ~~~ 

，/6-ho 
， 

• 
。井寸 ぜ//@‘ー
可I14 

，‘，_.~"-- ... -. 

O.2J • 

~_ • _ .. 

• ....~ 

呪
Q3 

?
げ
U
工

02 

0.1 
01 

iO SD ωTfJDp→ 70 
ωセ

弟6図

cr~HCO; 

.. 
〆

寸

s

ゐ'

之

-f/必
.

M

・ヰ，
t

l

d
 

6

n

・
1

/

1. 6-e 
5 

W. 
ω5 

↑

~cm 
0.10 

0.05 
al 

02 • 63 Ct' 。ρz
『

葬7図Cl'，，-，so;'.8一一一、.
、、、、

• 
a
E仇〆

1.・

-

2

h
 
i
o
e

，
 

一
・
/

、、 .7 

~〆，，"ゐ
0.5' d6 ，~ヰωcr→供



大分煙草湯平温泉調査報告

現);8凶湯2f.温泉化皐成分の比較凶
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はる可能性が生じると見られる。

4.結論

以上の結果を纏めると，

1 湯平温泉の湧出勢力は昭和11年調査首時と比較して全体として少しく減衰してゐる。

2 揚水試験の結果短時聞の影響は近距離の温泉にも著明に表はれない各温泉の湧出通

路は復維で閥聯性がうすい。

終りに荷1々 御指導を賜はった瀬野博士及調査観測に御援助下さった軽部理壌土及事生諸

氏に厚く謝意を表する。向この研究は大分J際温泉調査研究舎の費用によるものである。
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Abstract 

Yunohira Sp札 inOita Prefecture Kosaburo Yarnashita 

Sorne investigations are procedured. Heat energy is deduced in 1950 than in 1936. Mutual 

cornrnunication of hot springs indicates scarcely in f1ow， inspite of resernbling in chernical 

elernents. 
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湯ノ平温泉の湧出量の相互関係測定資料

湯のzji温泉 No.l 揚水試験

昭和25年8月10日 9時36分より10時37分迄揚水

揚水量，泉温幾化

7)<:位盤整化

時刻 |926I 943I951| 
水位一203cml -199.5 I -201.0 203.4 207.0 

!時刻 !10481
71<: 位:I 208.5 205.5 203.4 200.5 198.8 

i&a泉 No.1 揚水による周遊温泉の泉溢及湧出量

時刻
h 1ll 

9.10 9.30 10.0 10.30 

No.6 泉温 690.5C 69.4 69.6 69.5 

湧山li1: 4.86 I./~1 4.86 4.80 4.80 

時刻
h m 

9.15 9.30 10.02 10.30 
No. 4 泉温 670.5C 67.5 67.5 67.5 

湧出量 7.14J'/M 7.19 7.19 7.14 

11 m 
時刻j 10.0 10.30 11.0 11.30 

No.2 泉湿 540.2C 55.5 55.5 55.5 

湧出量 2.63I'!M 2.52 2.53 

湯ノ卒、温泉 No.11 7)<:位低下による影響試験

昭和25年8月10日

本温泉は浴wnより濁tL:ずるものである

203.0 

197.0 

11.0 

69.5 

4.82 

11.02 

67.5 

7.27 

14h 31 m排水して浴縛をg)!にした。印ち水面を 68.5cm降下した

14 h 31 m 以後の水位よ昇皮と算出湧出盛

ー24-宅

212.0 

11.30 

69.4 

4.80 

11.30 

67.7 

7.19 



52.16 

27 

32.45 30.91 

72.06 

34 35 36 

29.50 29.11 30.20 

95.18 98.33 

41 42 43 44 

27.60 28.93 26.65 24.37 

*最後の7};位は浴.t~ql象より 19.5cmである

温泉 No. 11 7};位溌化による周泌温泉の泉温及湧出量
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時刻 I 14.5 14.30 

No. 12 I泉温 I630.5C I 63.5 

i勇出量!36.17L/M 

15.27 時刻 14.05 14.35 15.00 15.58 16..34 

No. 13 I泉温 570.2C 57.2 57.2 57.2 57.0 57.0 

湧出量 7. 13I.jM 7.15 6.93 6.99 6.83 7.02 

No.l11 7};位獲化による No.8の泉湿， 7};位獲化

il m 
14.55 時刻j 14.25 14.35 14.45 15.05 15.15 15.25 15.35 

泉温 420.1C 42.1 42.1 

7}; 位 。 。 十0.1 +0.2 +0.3 十0.3 +0.4 +0.4 

m h 
16.05 16.15 16.25 時刻j 15.45 15.55 16.35 16.45 16.55 

泉湿 。C 42.1 42.1 42.1 

7)C位 +0.7 +0.8 +0.9 +1.0 +1.0 十1.1 十1.2 +1.2 

h 111 
時空:1J 17.05 17.15 

泉 ill!
水位 十1.3 +1.4 
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湯の平温泉 NO.5 揚水試験

昭和25年8月11日 12時45分より14時04分迄揚水

7~位は源泉に肉ひ右側の右壁下より二枚目のよ端を O黙とす

揚水停止に仲ふ水位上昇

14.16 14.29 14.a4 14.40 

137 134 125 121 116 

lh| 気UI 14.46 I 14.53 15.03 15.11 

位 114cm I 109 104 103 

温泉 No.5 揚水による周湯温泉の泉混及湧出量

h m 
時刻 9.40 10.10 10.40 13.15 13.45 14.35 15.05 

No.6 泉混 70
0.2C 70.2 70.1 70.1 70.1 70.0 70.1 

湧出量 4.76L/M 4.74 4.70 4.75 4.60 4.80 4.73 
h町1

時刻 9.45 10.00 10.45 13.15 13.45 14.15 14.45 15.15 
NO.7 泉混 600.5C 60.5 60.4 60.3 60.3 60.4 60.4 

湧出量 2.28L/M 2.26 2.31 2.30 2.24 2.37 2.28 2.29 

時刻
h m 
9.45 10.05 10.43 13.15 13.45 14.35 15.05 

No.4 泉温 660.9C 66.9 66.9 66.9 67.0 66.9 67.0 

湧出量 7.121， 1M 7.12 7.09 7.12 7.09 7.12 7.14 
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